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● 地域毎の大気汚染対策効果評価が必要

国内および東アジアの大気質が近年劇的に変化中
➡自治体等による地域毎の対策・検討が必要
➡地域毎の数値シミュレーション評価も必要

シミュレーションに関して、推進費等でこれまでに
各種の蓄積がある。（S-12,5-1408/1601/1801等）
➡これらの成果（公開情報）に辿り着き、上手く
組合せて使いこなすのは簡単でない

⇒過去の成果をワンストップで利用可能とする
手助けの仕組みを作りたい！

● シミュレーション支援システムが必要な背景

はじめに（研究背景等）
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A. これまでの大気質モデル、知見や排出インベントリ等の

蓄積を生かして、大気汚染シミュレーションを簡便に利用で
きるようにするシステムを開発し、大気汚染対策の当事者
である地方自治体担当者等が、それぞれの地域における
問題を解決するために、多数の施策オプションの総合的・
継続的な検討を可能とする。
 

B. 地上観測データや衛星観測データをデータ同化するシ

ステムで大気汚染物質濃度解析データセットを作成し、ま
た、国内NOx排出量の精度の検証と改良を行う。
 

C. 複数の地方自治体によるケーススタディを数値シミュレ

ーションを用いて実施し、それぞれの地域における大気汚
染問題を解決するための施策検討に資する研究を行う。

研究開発目的
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A. ユーザーフレンドリーなインターフェースを介して計算設

定等を選択・指定することで、シミュレーションに必要な排出
量データと計算設定ファイル等を生成する大気汚染シミュレ
ーション支援システムを開発する。システムの説明会を地
方自治体等に対して実施する

B. 並行して、光化学オキシダントやPM2.5濃度について

大気汚染物質濃度解析データセットを作成する。また、地
上観測データや衛星観測データに基づいて国内NOx排出
量の精度の検証と改良を行う。

C. システムの検証・実証も兼ねつつ、複数の自治体によ

るケーススタディを実施し、それぞれの地域における大気
汚染問題を解決するための施策検討に資する研究を行う。

研究目標（全体目標）
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研究開発内容（丸数字はサブテーマ番号）

③ 高精度な大気汚染物質濃
度の解析データセットの作成

③ NOｘ等の排出量
インベントリの逆推計

② 排出量変換
システムの改良

② 逆推計結果との
比較によるNＯｘ排
出量の検証

② 衛星観測データを用いた
REAS排出量の検証

② MAP調査と排出イン
ベントリの比較・検証

① シミュレーション支援
システムの開発

① シミュレーション支援
システムの説明会

① ケーススタディーの共同実施

④ 関東での光化学Ox

地域別種類別感度実験

⑤ 九州北部での
HNO3ガス観測

⑤ 九州北部での
沈着速度感度実験

A. 
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C.
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A. 支援システムの開発

B. 同化・逆推計と排出量の検証・改良

C. 地域での対策研究

研究成果（成果の概要）

排出量変換システムの改良（②）
シミュレーション支援システムの開発（①）
シミュレーション支援システムの説明会の開催（①）

高精度な大気汚染物質濃度の解析データセットの作成（③）
NOｘ等の排出量インベントリの逆推計と検証（③＆②）
衛星観測データを用いたREAS排出量の検証（②）
MAP調査と排出インベントリの比較・検証（②）

関東での光化学Ox地域別種類別感度実験（④）
九州北部でのHNO3ガス観測と沈着速度感度実験（⑤）

以下の順番で説明いたします（丸数字は主な担当サブ）



国外（アジア）
人為発生源 REAS v3.2.1 国内固定発生源 J-STREAM

国外（アジア以外）
人為発生源 EDGAR v5.0 日本周辺船舶 GLIMMS-AQ

バイオマス
バーニング GFED v3.1s 火山 MSDEGSO2L4

気象庁

国内自動車 環境省PM2.5EI 国内植生 環境省植生調査

国内自動車以外輸送 環境省PM2.5EI 海洋 GSHHG
国土数値情報

研究成果成果の概要A. （1/3） サブ２実施内容
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●排出量変換システムの改良

・ 推進費5-1601（J-STREAM）の成果を改良
・ すべての排出インベントリの元データと
変換用係数を最新のものに更新
・ 対象年として2010～2020年を指定可
（一部を除き、元々入っていない年次補正は
未考慮）

・ 3種類の化学反応・粒子オプションに対応
（saprc07tic_ae7i_aq、saprc07_ae6_aq、

cb05e51_ae6_aq）
・ 水平分解処理の
自動化
・ 排出量の可視化
ツール作成



研究成果成果の概要A. （2/3） サブ１実施内容

排出倍率設定画面

ツールトップ画面

計算領域変更画面
8/16

排出量変換シス
テムで使う排出
倍率ファイル↓

●支援システムAPOLLOの開発

・ WINDOWS上で使用して、作ったファイル
等をLinuxにコピーして利用する。（vb.net2017＆GMT）

・ 排出量変換システム（前スライド）を用いて
排出量データを作成
・ GUIを用いて、計算設定や領域、排出量の
倍率係数ファイル等を簡便に変更できる

・ 作成した計算設定やファイル等はパッケー
ジとしてまとめて読み書きできる

地域 業種 施設種

燃料種 物質

削減率

⇒ 複雑な削減設定↑も可能



研究成果成果の概要A. （3/3） サブ１実施内容
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・開催日時：2022年2月25日（金）9:30～12:00

・開催形式：オンライン（MSTeams）
・参加：35名25機関←申込：42名35機関
（前半）推進費とシステムの概要説明 1時間程度
（後半）支援システムの実演・実習 1時間30分程度

・支援システムへ基本的に
前向きの評価を受ける

・今後の講習会や支援シ
ステムに望む声を収集

国立環境研究所の第5期中長期計画（2022-2026年度）にて

実施されている「政策対応研究」の一部として今後のシステム
更新やユーザーサポート等を継続

●支援システム講習会第一回の開催

●参加者アンケートの実施

●支援システムの今後
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研究成果成果の概要B. （１/2） サブ３実施内容

地上観測データと
化学輸送モデル
CMAQの

データ同化により
PM2.5と光化学オ

キシダントの再解
析データ作成

https://www.riam.kyushu-

u.ac.jp/taikai/JRAero 

にてデータ公開

排出インベントリを先験
情報に衛星TROPOMIと
化学輸送モデルCMAQ

により排出量を最適化す
る逆推計

➡ NOx
都市域より
も郊外にお
ける排出量
増⼤の傾向
が顕著

●大気汚染物質解析データセットの作成

●排出量逆推計の実施



研究成果成果の概要B. （2/2） サブ２実施内容

大気シミュレーシ
ョンCMAQの排

出量データとして
マップ調査を直
接利用した結果
、物質や地域に
もよるが精度向
上が確認された

逆推計の排
出量は都市
部で小さく、
それ以外の
全域で比較
的大きい値
を示してい
た。

1990-2018年における中国で
のセクター別排出量(上)、
及び燃料種類別排出量(下）

●マップ調査と従来排出インベ
ントリの入替比較

●NOx逆推計とボトムアップ
排出量の比較

●領域排出インベントリREASv.3の評価
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SO2

NOx BCSO2

NOx
BC

逆推計結果（S-12）との
比較等により評価
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業種別の発生源寄与割合 業種別の発生源寄与濃度時間変化

研究成果成果の概要C. （1/2） サブ４実施内容

支援システムを用いた複数の排出量削減（2割）シナリオにより推定

← →

神奈川県
川崎市での
地点解析

昼間平均で、関東地域内のNOx排出源
(固定発生源)の寄与割合が4割を占め
ていた

午後に関東地域内の寄与や
特定業種の寄与が増大していた

業種別のNOx排出量削減によるOx濃度の変化(2017/7/8 12：00)

●関東における光化学オキシダントの発生源別寄与割合の推定

NMVOCの
寄与を提出
版から追加

関東内
NOx寄与

発生源別の寄与割合
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・大気質モデルのHNO3ガス沈着速度の検討

●九州北部における長距離輸送中の化学反応・濃度変化の影響評価

研究成果成果の概要C. （2/2） サブ５実施内容

・HNO3ガス濃度の高時間分解能測定

シミュレーション誤差の原因として
乾性沈着速度が考えられた

→観測結果に基づき、海上と陸上の
沈着速度を大きくして計算し、影響を評価

⇒特に陸上での沈着速度を大きくすると
観測との誤差が減少

乾性沈着速度増大ランによる影響評価

春季の越境汚染事例で、
HNO3ガス濃度が
糸島（風下） ＞対馬（風上）
となる現象を観測

→シミュレーションにより、粒子と
して存在していたNO3

-が、輸送中
の気温変化によってHNO3ガスとし
て上乗せされたと推測できた

HNO3 [ppb] NO3
- [μg/m3]

対馬 糸島 福大 対馬 福大

観測 1.2 0.7 0.2 5.4 7.4

計算
通常 3.5 3.3 2.0 14.3 12.4

沈着速度増大 1.5 1.6 0.5 13.2 10.9
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研究成果（環境政策等への貢献）

A. 支援システム（含排出量変換）の開発
⇒国や自治体による、より系統的かつ一貫した
排出量削減対策効果評価の数値検討が容易に

B. 光化学オキシダント＆PM2.5の解析データセット
の作成や逆推計システムの開発
⇒日本全域での疫学分野等も含めた検討に有益

C. 地方自治体によるケーススタディの実施
⇒地方自治体による主体的かつ効率的な施策
検討の先駆け
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査読付き論文 ＝5件

その他誌上発表 ＝１件
口頭発表 ＝27件
「国民との科学・技術対話」の実施 ＝6件
＋地方環境研職員等へのシステム講習会＝1件
マスコミ等への公表・報道等 ＝0件
本研究に関連する受賞 ＝1件
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